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１
．
消
費
者
保
護

の
潮
流
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
展
開

　
１
９
９
８
年
の
金
融
監
督

庁
（
２
０
０
０
年
７
月
１
日

に
金
融
庁
に
改
組
）
の
設
置

に
伴
い
、
民
間
金
融
機
関
に

か
か
る
検
査
・
監
督
業
務
が

大
蔵
省
か
ら
移
管
さ
れ
、
明

確
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
公
正

で
透
明
な
金
融
監
督
の
確
立

や
、
検
査
・
監
視
・
監
督
体

制
の
計
画
的
な
整
備
等
が
掲

げ
ら
れ
た
。

　
１
９
９
９
年
以
降
、
各
金

融
業
態
に
対
し
て
行
政
処
分

が
実
施
さ
れ
た
が
、
「
法
令

等
遵
守
体
制
の
整
備
・
充

実
」
等
、
い
ず
れ
も
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
態
勢

整
備
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
消
費
者
保

護
の
潮
流
が
拡
大
し
、
消
費

者
契
約
法
や
金
融
商
品
の
販

売
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
（
２
０
０
１
年
４
月

１
日
）
。

２
．
付
随
的
な
保

険
金
の
支
払
い
漏

れ
問
題
等

　
改
正
保
険
業
法
（
１
９
９

６
年
４
月
１
日
施
行
）
に
続

く
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
や
日
米

保
険
協
議
の
決
着
を
受
け
、

本
格
的
な
規
制
緩
和
と
自
由

化
の
時
代
が
到
来
し
、
外
資

系
・
ダ
イ
レ
ク
ト
系
保
険
会

社
を
含
む
新
規
市
場
参
入
者

の
登
場
や
、
リ
ス
ク
細
分
型

自
動
車
保
険
の
発
売
等
に
つ

な
が
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
保
険
契
約
者

に
と
っ
て
は
選
択
肢
が
増
え

た
半
面
、
保
険
商
品
が
複
雑

化
し
、
付
随
的
な
保
険
金
の

支
払
い
漏
れ
等
の
問
題
の
一

因
に
な
っ
た
。

　（
１
）
付
随
的
な
保
険
金

の
支
払
い
漏
れ
問
題

　
付
随
的
な
保
険
金
の
支
払

い
漏
れ
と
は
、
「
保
険
事
故

が
発
生
し
、
主
た
る
保
険
金

の
支
払
い
は
行
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
費

用
保
険
金
等
の
付
随
的
な
保

険
金
に
つ
い
て
、
契
約
者
か

ら
の
請
求
が
な
か
っ
た
た

め
、
本
来
支
払
わ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
支

払
っ
て
い
な
か
っ
た
」
も
の

を
指
す
（
金
融
庁
公
表
資

料
）
。

　
金
融
庁
は
、
保
険
業
法
第

１
２
８
条
等
に
基
づ
き
、
す

べ
て
の
損
害
保
険
会
社
（
48

社
）
に
対
し
て
付
随
的
な
保

険
金
の
支
払
い
漏
れ
の
発
生

件
数
や
原
因
分
析
、
再
発
防

止
策
等
の
報
告
徴
求
を
行
っ

た
（
２
０
０
５
年
９
月
30

日
）
。

　
調
査
の
結
果
、
損
害
保
険

会
社
26
社
で
支
払
い
漏
れ
は

約
18
万
件
、
約
84
億
円
に
及

び
、
約
９
割
が
自
動
車
保
険

の
臨
時
費
用
保
険
金
等
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
金
融
庁
か

ら
当
該
保
険
会
社
に
対
し
経

営
管
理
態
勢
や
顧
客
に
対
す

る
説
明
態
勢
等
の
業
務
改
善

命
令
が
出
さ
れ
、
検
証
の
結

果
、
保
険
金
の
支
払
い
漏
れ

は
、
累
計
で
約
47
万
件
、
約

３
６
８
億
円
に
達
し
た
。

　
損
害
保
険
協
会
で
は
、
消

費
者
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と

が
な
い
よ
う
「
保
険
金
の
一

部
支
払
漏
れ
に
つ
い
て
の
確

認
事
項
」
を
決
議
し
、
シ
ス

テ
ム
手
当
て
に
よ
る
デ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
整
備
、
定

期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
や
社
員
教
育
の
強
化
等
に

よ
る
再
発
防
止
に
向
け
た
態

勢
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　（
２
）
第
三
分
野
商
品
の

保
険
金
の
不
適
切
な
不
払
い

問
題

　
複
数
の
損
害
保
険
会
社
の

第
三
分
野
商
品
に
お
い
て
、

本
来
は
発
病
し
た
時
の
診
察

医
師
の
診
断
書
に
基
づ
き
有

無
責
等
を
判
断
す
る
と
こ

ろ
、
被
保
険
者
の
申
告
や
最

近
診
察
し
た
医
師
の
推
測
か

ら
、
保
険
契
約
の
始
期
前
の

発
病
で
あ
る
と
判
断
し
て
保

険
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
事

案
や
、
過
去
の
病
気
と
は
直

接
関
係
の
な
い
病
気
に
よ
る

入
院
に
よ
り
保
険
金
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
告
知

義
務
違
反
と
し
て
保
険
金
を

支
払
わ
な
か
っ
た
事
案
等
が

確
認
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
金
融
庁

は
、
す
べ
て
の
損
害
保
険
会

社
（
48
社
）
に
対
し
て
、
第

三
分
野
商
品
の
保
険
金
支
払

い
管
理
態
勢
の
実
態
把
握
お

よ
び
具
体
的
な
事
案
に
か
か

る
検
証
に
つ
い
て
報
告
徴
求

を
行
っ
た
（
２
０
０
６
年
７

月
14
日
）
。

　
調
査
の
結
果
、
合

計
５
７
６
０
件
、
約

16
億
円
が
保
険
金
の

不
適
切
な
不
払
い
と

し
て
報
告
さ
れ
、
金

融
庁
か
ら
業
務
改
善

命
令
が
出
さ
れ
た
。

損
害
保
険
各
社
に
お

い
て
は
、
保
険
金
支
払
い
態

勢
の
再
構
築
を
含
め
た
対
応

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　（
３
）
火
災
保
険
等
の
保

険
料
誤
り
問
題

　
前
記
（
１
）
（
２
）
の
対

応
を
進
め
る
中
で
、
火
災
保

険
の
保
険
料
誤
り
や
超
過
保

険
の
問
題
が
発
生
し
た
（
２

０
０
６
年
12
月
）
。

　
火
災
保
険
で
は
、
建
物
の

構
造
（
柱
・
外
壁
・
屋
根
等

の
材
質
）
に
応
じ
て
構
造
級

別
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同

じ
木
造
で
あ
っ
て
も
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
住
宅
や
外
壁
の
仕

様
に
よ
り
構
造
級
別
が
異
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
造

級
別
の
判
断
を
誤
り
、
間
違

っ
た
保
険
料
率
を
適
用
し
て

い
た
り
、
保
険
金
額
の
設
定

が
不
適
正
で
超
過
保
険
と
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
超
過
保
険
部
分
の
保
険

料
を
返
還
し
て
い
な
い
事
案

が
多
く
発
覚
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
損
害
保
険

協
会
は
、
火
災
保
険
の
各
種

割
引
や
保
険
金
額
設
定
の
適

正
性
に
つ
い
て
保
険
契
約
内

容
の
自
主
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
各
社
で
取
り
組

ん
だ
結
果
、
会
員
会
社
20
社

で
、
保
険
料
の
誤
り
が
判
明

し
た
契
約
件
数
の
累
計
が
約

１
６
２
万
件
に
達
し
、
約
３

９
９
億
円
の
差
額
保
険
料
を

保
険
契
約
者
に
返
戻
し
た
。

３
．
消
費
者
か
ら

の
信
頼
回
復
の
た

め
の
損
害
保
険
協

会
の
取
り
組
み

　
損
害
保
険
協
会
は
、
一
連

の
問
題
発
生
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼

回
復
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
推
進
し
た
。

　（
１
）
「
消
費
者
の
声
」

諮
問
会
議
の
設
置

　
外
部
か
ら
の
意
見
等
を
積

極
的
に
聞
き
、
損
害
保
険
各

社
の
業
務
改
善
や
業
界
全
体

の
業
務
運
営
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
損
害
保
険

協
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

「
消
費
者
の
声
」
諮
問
会
議

を
設
置
し
て
（
２
０
０
６
年

９
月
）
、
消
費
者
の
声
を
基

点
と
す
る
課
題
等
を
審
議

し
、
理
事
会
に
対
し
て
提
言

を
行
う
こ
と
と
し
た
（
詳
細

は
表
を
参
照
）
。

　（
２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
委
員
会
の
拡
充

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た

会
員
会
社
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
推
進
活
動
の
支
援
な

ど
に
加
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関
す
る
会
員
各
社
の

好
取
り
組
み
事
例
の
共
有

化
、
他
業
界
に
お
け
る
事
例

研
究
お
よ
び
金
融
庁
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
の
新
た
な
施

策
に
取
り
組
ん
だ
。

　（
３
）
損
害
保
険
協
会
の

相
談
業
務
の
強
化

　
お
客
様
か
ら
の
苦
情
は
、

会
員
各
社
の
業
務
改
善
に
つ

な
が
る
貴
重
な
情
報
で
あ

り
、
各
社
の
経
営
陣
が
積
極

的
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
重
要
な
情
報
で
あ

る
。
損
害
保
険
協
会
は
、
そ

ん
が
い
ほ
け
ん
相
談
室
を
役

員
直
轄
の
独
立
部
門
に
格
上

げ
す
る
と
と
も
に
、
苦
情
・

相
談
対
応
を
行
う
グ
ル
ー
プ

と
苦
情
・
相
談
デ
ー
タ
の
分

析
等
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
改

組
し
、
苦
情
相
談
対
応
の
強

化
を
図
っ
た
（
２
０
０
６
年

10
月
～
）
。

　（
４
）
「
損
害
保
険
の
保

険
金
支
払
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
策
定

　
適
時
・
適
切
な
保
険
金
支

払
い
を
目
的
に
、
金
融
庁
の

「
保
険
会
社
向
け
の
総
合
的

な
監
督
指
針
」
（
２
０
０
６

年
６
月
一
部
改
正
）
を
踏
ま

え
、
保
険
金
支
払
い
に
あ
た

っ
て
の
基
本
姿
勢
や
適
切
な

保
険
金
支
払
い
の
た
め
の
態

勢
整
備
等
に
つ
い
て
ま
と
め

た
「
損
害
保
険
の
保
険
金
支

払
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
（
２
０
０

６
年
９
月
）
。

　（
５
）
「
募
集
文
書
等
の

表
示
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
策
定

　「
消
費
者
の
声
」
諮
問
会

議
に
お
け
る
提
言
を
受
け
、

分
か
り
や
す
い
募
集
文
書
の

作
成
や
一
般
消
費
者
の
保
険

商
品
に
対
す
る
理
解
促
進
を

目
的
と
し
た
「
募
集
文
書
等

の
表
示
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
（
２
０
０

６
年
12
月
）
。

　（
６
）
「
第
三
分
野
商
品

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定

　
第
三
分
野
商
品
の
保
険
金

の
不
適
切
な
不
払
い
問
題
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

「
第
三
分
野
商
品
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し

た
（
２
０
０
７
年
６
月
）
。

　（
７
）
「
保
険
約
款
の
わ

か
り
や
す
さ
向
上
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
お
よ
び
「
保
険
約
款

お
よ
び
募
集
文
書
等
の
用
語

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定

　
保
険
業
法
（
１
９
９
６
年

４
月
１
日
施
行
）の
改
正
後
、

各
社
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
保

険
商
品
が
開
発
さ
れ
、
多
様

な
保
険
約
款
が
作
成
さ
れ
る

中
、「
消
費
者
の
声
」諮
問
会

議
に
お
け
る
提
言
を
受
け
、

約
款
そ
の
も
の
の
分
か
り
に

く
さ
の
要
因
を
中
心
に
、
現

状
分
析
と
対
応
案
の
検
討
を

行
い
、
「
保
険
約
款
の
わ
か

り
や
す
さ
向
上
に
関
す
る
検

討
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め

た
（
２
０
０
８
年
３
月
）
。

ま
た
、
約
款
の
表
記
等
に
関

す
る
分
か
り
に
く
さ
を
改
善

す
る
方
策
等
を
記
載
し
た

「
保
険
約
款
の
わ
か
り
や
す

さ
向
上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
同

年
３
月
）
や
「
保
険
約
款
お

よ
び
募
集
文
書
等
の
用
語
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
同

年
６
月
）
を
策
定
し
た
。

　（
８
）
「
保
険
募
集
の
適

正
な
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
策
定

　
保
険
募
集
に
関
す
る
不
適

正
な
行
為
を
防
止
す
る
施
策

が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
「
保
険
募
集
の
適
正
な

活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
（
２
０
０

８
年
６
月
）
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
自

社
取
り
組
み
状
況
の
確
認
や

一
層
高
い
レ
ベ
ル
の
取
り
組

み
策
を
検
討
す
る
た
め
の
ミ

ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
。

４
．
消
費
者
保
護

お
よ
び
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
お
け

る
今
後
の
課
題

　
損
害
保
険
協
会
は
、
前
述

の
と
お
り
消
費
者
保
護
お
よ

び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

さ
ら
に
取
り
組
む
必
要
の
あ

る
課
題
の
一
つ
に
消
費
者
へ

の
保
険
に
関
す
る
教
育
の
充

実
が
あ
る
。
損
害
保
険
の
保

険
商
品
は
多
種
に
わ
た
り
、

ま
た
、
保
険
契
約
者
の
希
望

や
リ
ス
ク
も
個
々
人
の
置
か

れ
た
状
況
に
よ
っ
て
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
消
費
者
が
自

己
責
任
に
基
づ
く
保
険
の
適

正
な
選
択
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
、
結
果
と
し

て
、
消
費
者
保
護
や
お
客
様

満
足
度
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
。

　
損
害
保
険
協
会
は
、
高
齢

者
、社
会
人
、学
生
、小
学
生

等
の
階
層
の
特
性
に
応
じ
た

損
害
保
険
教
育
、
啓
発
・
広

報
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

消
費
者
保
護
の
向
上
の
た
め

に
、
今
後
と
も
継
続
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費

者
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施

行
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
・
販
売

手
法
の
多
様
化
や
Ｉ
Ｔ
の
進

展
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
の

顕
在
化
な
ど
、
損
害
保
険
業

界
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に

応
じ
た
業
務
品
質
の
向
上
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

強
化
も
重
要
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

◇

　【
文
責
：
日
本
損
害
保
険

協
会
】

　
本
特
集
で
は
、
日
本
損
害
保
険
協
会
が
創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
刊
行
し
た
「
日
本
損
害
保
険
協
会
百
年
史
」
を

も
と
に
、
同
協
会
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
10
回
の
今
回
は
、
消
費
者
保
護
の
推
進
の
う
ち
、
付
随
的
な
保
険
金

の
支
払
い
漏
れ
等
の
問
題
と
、
消
費
者
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
同
協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
る
。

損保協会作成の記念ロゴ

特
集
　 

損
保
協
会  

～
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
～

消
費
者
保
護
の
推
進
①

―
消
費
者
か
ら
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
―

【第10回】

「消費者の声」諮問会議における主な提言と対応概要
１．損害保険商品の「募集ツールのあり方」に関する提言（2006年10月）
・「損害保険の契約にあたっての手引（バイヤーズガイド）」の改訂（2006年11月）
・�「保険金の請求から受け取りまでの手引（保険金請求版バイヤーズガイド）」の策定（2006年
12月）

・「募集文書等の表示に係るガイドライン」の策定（2006年12月）
等

２．「募集人全体の資質向上」に関する提言（2006年12月）
・募集人試験のレベルアップ（2007年10月）
・募集人試験の更新制度の実施（2008年6月）
・保険商品教育制度の実施（2008年11月）
・損害保険募集人一般試験の導入（2011年10月）
等

３．「保険商品（約款）の分かりやすさ」に関する提言（2007年3月）
・「保険約款のわかりやすさ向上ガイドライン」の策定（2008年3月）
・「保険約款および募集文書等の用語に関するガイドライン」の策定（2008年6月）
等

４．「消費者の声をよりよくお聴きするために」に関する提言（2007年6月）
・消費者の声を基点に業務改善に結び付ける PDCAサイクルの構築（2007年10月）


